
～地域の交通事故状況と安全運転のアドバイスをお知らせします～

　警視庁が2018年～2022年に自転車に乗って死傷した児童

生徒数を月別で分析した結果、1年間のうち６月が最も多かった

ことがわかり発表されました。　新潟県内でも過去５年間で、

自転車事故で重傷を負った児童生徒数は、月別で６月が

最多となり、全国と同様の傾向がみられました。

　右の統計表からわかるように、積雪のある時期は少なく、４月になると増加、

　６月には１５人となりました。（15人の内訳：小学生6人、中学生4人、高校生5人）

　通学に慣れた時期であり、自転車での行動範囲が活発になる６月に

　事故が多くなることが考えられます。

　　＊自転車の保険加入が義務化されました。

　　　『新潟県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例』が

　　　令和4年10月1日に施行されました。

　　　交通事故の加害者になると多額の損害賠償が発生します。

　　　県内で賠償額9,521万円の事例もありました。必ず加入しましょう。

　　＊ヘルメットの着用が努力義務化されました。

　　　改正道路交通法が本年4月1日から施行され努力義務となりました。

　　　自転車乗車中の死亡事故の内、約６割が頭部損傷によるものです。

タイヤやワイパーの

点検・整備をしましょう

交通センター　よくある質問④ お答え：ハガキがなくても更新手続きは可能です。

案内ハガキを無くしてしまった！ 誕生日の前後１か月の約２か月の間が更新期間です。

手続きできますか？ 更新の内容によっては運転免許センター（聖籠町、新潟市、長岡市、

上越市、佐渡市）にご案内する場合もございます。

公益財団法人　十日町地区交通安全協会
http://www.tokamachi-ankyo.or.jp

〒948-0051  十日町市寿町1-1-2  ☎025-757-6055

① 令和５年（1/1～6/1）の人身事故 ② 令和５年の物件事故

傷者数 前年比 1/1~6/1 前年比

十日町管内 16 +1 0 ±0 19

区分 発生件数 前年比 死者数 前年比

梅雨の時期です。雨の日の運転は注意が必要です。

車間距離をとって
ゆとりを持った運転を！

+3 368 -33

新潟県内 1,032 +38 18 +6 1,167 -1

新潟県内H30～R４の5年間

事故発生日を基準とした月別

子供の自転車事故が
一年で一番多いのは

６月です。

自転車乗車中に重傷を負った児童数

1～3月 1～2人

5　月

6　月

4　月 10　人

12　人

15　人

十日町市・津南町の交通事故

スリップに注意

追越しや車線変更の際の

急なハンドル操作や急加速は

大変危険です。

発見の遅れによる事故

視界が悪くなることで周囲の把握が

困難となり、前の車や自転車、

歩行者の発見が遅れがちです。
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